
欠
陥
人
間

白
川
章

◎
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
午
前
一
時
二
十
五
分
、
今
上
天
皇

葉
山
御
用
邸
に
於
て
崩
御
せ
ら
れ
た
。
宝
計
四
十
八
才
に
渡
ら
せ
給
ふ
。

自
殺
す
。
行
年
三
十
六
才
『
あ
る
旧
友
へ
送
る
手
記
』
と
題
し
た
原
稿
と

遺
書
が
残
さ
れ
た
。

◎
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
、
摂
政
宮
裕
仁
親
王
殿
下
京
都
紫
展
殿
に
於

て
即
位
の
礼
挙
行
さ
れ
る
。

ぼ
っ
ぱ
つ

◎
昭
和
六
年
九
月
十
六
日
、
満
州
事
変
勃
発
、
奉
天
郊
外
満
鉄
線
路
庁

側
一
・
五
米
を
爆
破
、
日
支
両
軍
衝
突
、
『
関
東
軍
満
家
領
有
計
画
』
に

よ
る
総
攻
撃
を
開
始
し
た
。

○
昭
和
六
年
十
月
五
日
、
『
初
の
太
平
洋
無
着
陸
飛
行
達
成
』
、
四
百
五

サ
ピ
シ
ロ

十
馬
力
の
ミ
ス
ピ
ー
ド
ル
号
、
青
森
県
淋
代
を
四
日
午
前
七
時
飛
び
立
ち
、

七
千
九
百
十
キ
ロ
、
四
十
一
時
間
十
二
分
シ
ャ
ト
ル
郊
外
ウ
リ
ナ
ッ
飛

行
場
に
着
陸
し
た
。

。
『
昭
和
六
年
東
北
・
北
海
道
大
飢
鰹
発
生
し
た
』
、
一
粒
の
米
・
麦
無

く
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
、
南
瓜
も
少
な
く
、
野
山
の
蕗
、
ワ
ラ
ビ
の
根
、

野
生
の
芋
、
ク
ズ
の
根
堀
り
風
び
、
飢
死
者
続
出
せ
り
。
昭
和
九
年
又
大

飢
饅
の
年
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
飢
饅
の
時
、
路
上
に
飢
死
者
続
出
し
、
見
晴
し
の
良
い
景
勝
地

求
め
て
川
倉
套
野
河
原
あ
た
り
に
行
倒
れ
、
イ
ゴ
ク
穴
等
で
死
者
を
葬
っ

て
居
ま
し
た
。

当
時
の
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
寶
野
河
原
の
東
の
地
点
、
旧
七
夕
野
牧

場
現
運
動
公
園
付
近
に
は
狼
が
居
て
死
者
を
む
さ
ぼ
り
喰
へ
し
た
と
云
っ

て
居
り
ま
す
。
私
の
牧
場
に
も
そ
れ
ら
し
い
狼
の
穴
が
数
ヶ
所
有
り
ま
し

オ
イ
ノ
ジ
ャ

た
。
貝
の
地
点
を
昔
か
ら
『
狼
沢
』
の
地
名
で
、
今
に
残
っ
て
居
り
ま
す
。

七
月
十
八
日
は
我
が
誕
生
日
で
あ
る
。
長
子
故
に
母
の
実
家
西
津
軽
郡

車
力
村
上
車
力
尾
野
松
太
郎
家
で
生
れ
る
。
尾
野
家
は
農
家
で
し
た
が
、

一
族
に
校
長
先
生
始
め
書
道
家
、
写
真
館
、
少
し
は
イ
ソ
テ
リ
ー
系
の
家

◎
新
帝
と
な
ら
れ
る
裕
仁
摂
政
宮
殿
下
十
二
月
三
十
一
日
大
奥
お

局
の
し
き
た
り
を
廃
止
さ
れ
た
。

◎
昭
和
二
年
三
月
十
五
日
大
蔵
省
は
金
融
恐
慌
発
表
大
手
銀
行
休

業
す
。

元
号
を
昭
和
と
改
め
ら
れ
た
。

昭
和
元
年
は
五
日
間
で
あ
る
。

激
動
に
流
さ
れ
た
我
が
前
半
生
の
回
想

柄
で
あ
っ
た
。

祖
母
は
旧
三
好
村
藻
川
の
旧
家
木
村
家
の
出
身
で
、
一
族
に
二
代
目
金

多
豆
藏
、
『
五
所
川
原
市
民
芸
文
化
財
』
指
定
の
木
村
幸
八
氏
が
い
ま
し

た
。

私
が
育
っ
た
所
は
『
後
に
父
が
分
家
』
川
倉
林
下
白
川
久
吉
、
『
現
戸

主
白
川
久
慶
氏
』
家
で
あ
り
ま
す
。
当
時
田
畑
耕
作
可
成
り
多
く
、
馬
三

頭
飼
育
し
て
、
二
頭
は
農
耕
、
一
頭
は
当
時
の
競
馬
用
で
し
た
。
高
山
稲

荷
大
祭
、
芦
野
競
馬
場
で
大
へ
ん
な
賑
わ
い
で
し
た
。
夕
飯
時
に
は
全
員

揃
っ
二
十
三
名
位
の
大
家
族
で
し
た
。
前
市
浦
村
村
長
さ
れ
た
白
川
治
三

郎
さ
ん
も
進
学
の
為
、
良
く
来
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
代
、
娘
身
売
り
始
ま
り
、
東
北
六
県
、
△
芸
者
二
千
九
百
十
六

名
、
△
娼
婦
四
千
五
百
二
十
一
名
、
酌
婦
五
千
九
百
六
十
一
名
、
△
女
給

三
千
二
百
七
十
一
名
等
々
、
全
国
で
五
万
人
を
数
え
る
。
多
く
の
娘
達
は

難
儀
を
し
て
、
結
核
等
伝
染
病
で
命
を
落
と
し
者
が
多
か
っ
た
。

ｉ

そ
の
頃
の
農
村
で
は
春
一
番
の
高
山
稲
荷
の
お
祭
り
に
始
っ
て
、
秋
の

猿
賀
神
社
ま
で
、
農
作
業
の
休
み
の
日
が
少
な
く
、
夕
飯
の
頃
、
何
処
か

、
一
ダ
フ
《
》

ら
と
も
な
く
カ
ソ
高
い
声
が
聞
恥
て
来
る
。
若
い
者
の
声
で
あ
る
。
『
ツ

ナ
コ
ャ
ベ
ァ
、
ヂ
コ
も
毒
ハ
》
ハ
も
皆
デ
ハ
レ
』
、
綱
引
大
会
を
や
る
の
で
す
。

旧
白
川
徳
政
宗
と
白
川
忠
治
家
の
間
が
広
場
と
な
っ
て
ゐ
る
処
で
あ
る
。

ナ
カ
グ
チ

何
処
か
ら
と
も
な
く
、
二
十
人
前
後
の
人
が
集
っ
て
来
る
。
中
立
の
人

が
双
方
同
人
数
に
分
け
て
、
ツ
ル
ベ
網
の
少
し
長
い
縄
で
綱
引
を
始
め
、

『
ガ
ャ
ガ
ャ
、
ワ
ィ
ワ
イ
』
と
笑
っ
た
り
騒
い
で
一
時
間
、
家
路
へ
歸
る
。

昭
和
九
年
四
月
一
日
小
学
校
入
学
。
新
し
い
教
科
書
は
小
川
町
北
川
本

店
ま
で
買
ひ
に
行
く
。
当
時
西
郡
の
子
供
達
も
買
ひ
に
来
て
、
特
異
な
体

臭
が
す
る
の
で
あ
る
。
家
庭
の
燃
料
と
し
て
泥
炭
（
サ
ル
ケ
）
を
燃
や
し

て
い
る
。
そ
の
頃
子
供
達
は
皆
注
目
が
悪
く
、
メ
ク
サ
レ
が
涙
と
鼻
水
を

着
物
の
袖
で
こ
す
り
、
袖
口
が
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
居
り
ま
し
た
。

す

西
郡
の
子
供
達
は
直
ぐ
分
っ
て
居
た
も
の
で
す
。
西
郡
の
子
供
達
に
云

ヒ
ノ
キ

は
せ
る
と
、
『
金
木
・
川
倉
の
ワ
ラ
ハ
ド
ァ
桧
カ
マ
リ
シ
テ
ラ
』
と
、
云

は
れ
た
も
の
で
す
。

◎
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
、
文
壇
の
鬼
戈
芥
川
龍
之
助
自
宅
で
服
毒

一
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曾
祖
母
が
ゴ
飯
を
焚
い
て
居
り
ま
し
た
。
 田
中
長
六
家
現
田
中
長
昭
代

升
か
ら

嫁
い
だ
少
し
小
柄
な
ガ
ッ
シ
リ
し
た
人
で
し
た
。
タ
飯
と
も
な
る
と
、
 

五
芽
焚
き
の
鍋
で
焚
か
な
い
と
間
に
合
は
な
い
の
で
す
。
 

特
に
ト
ロ
ロ
飯
の
時
は
多
め
に
焚
い
て
『
ウ
ン
と
食
べ
ろ
』
と
云
っ
て
、
 

皆
が
食
べ
る
の
を
笑
顔
で
眺
め
て
居
ま
し
た
。
 

月
 

矛

焚
の
お
こ
げ
御
飯
を
お
に
ぎ
り
に
し
て
近
所
の
子
供
達
に
も
食
は

せ
た
も
の
で
、
タ
方
に
な
る
と
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
集
っ
て
来
た
の
で
し
た
。
 

小
学
校
入
学
当
初
か
ら
、
我
が
人
生
の
欠
陥
人
間
ら
し
い
家
訓
が
始
っ

て
居
ま
し
た
。
 

『
正
直
の
礎
ビ
神
宿
る
』
 
『嘘
は
盗
み
の
始
ま
り
』
 
屍
ぐ
に
追
い
付

く
貧
乏
無
し
』
 
『難
儀
し
て
る
人
を
見
た
ら
自
分
に
力
が
有
っ
た
ら
助
け

て
や
れ
』
 
『人
か
ら
恩
を
受
け
た
ら
忘
れ
ず
返
せ
』
 
『油
断
す
る
な
 
油

断
の
断
の
字
は
 

一
番
悪
い
字
で
あ
る
』
 
で
あり
ま
す
。
 

先
生
の
宿
題
も
一
切
家
で
や
ら
な
い
。
 何
時
も
ド
ラ
ン

（
当
時肩
か
ら

か
け
て
居
た
カ
バ
ン
）
は
「
「で
あ
る
o
朝
十
分
間
の
自
習
時
間
加
謝
伊
け

る
の
で
あ
る
。
 一
年
生
で
も
冬
は
昼
食
べ
ん
と
う
で
あ
る
。
食
べ
終
る
と

風
呂
敷
を
頭
に
か
ぷ
り
、
ホ
ー
キ
を
股
に
は
さ
ん
で
、
バ
ケ
ッ
を
タ
タ
キ
、
 

荒
馬
踊
り
を
や
り
だ
し
た
。
全
校
の
生
徒
が
窓
ぎ
わ
に
見
に
来
る
の
で
余

計
に
張
り
切
っ
て
や
る
の
で
す
。
 こ
の
事
で
は
先
生
も
叱
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
 

一
年
生
は
三
十
五
名
居
り
ま
し
た
。
教
室
に
火
鉢
が
二
つ
有
り
ま
す
。
 

当
然
男
用
、
女
用
、
 一
つ
づ
っ
で
し
た
が
、
女
生
徒
の
火
鉢
を
取
り
上
げ
 
 

て
、
取
り
返
し
に
来
た
K
子
の
頭
に
火
箸
で
火
を
付
け
て
校
長
先
生
か
ら

掃
除
用
の
バ
ケ
ツ
、
フ
キ
ン
、
ホ
ー
キ
を
持
た
さ
れ
て
全
校
生
が
通
る
廊

下
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
 そ
の
後
は
一
切
い
だ
づ
ら
は
し
ま
せ
ん
で
L
た
。
 

お
こ
 

家
に
帰
っ
て
来
た
ら
、
K
子
の
親
が
怒
り
に
来
た
と
の
事
で
、
父
か
ら

も
ひ
ど
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
 

タ
ご
飯
の
後
は
女
の
人
は
み
ん
な
針
仕
事
で
す
。
針
仕
事
が
出
来
な
い
 

ど
 
こ
 

と
嫁
に
行
け
な
い
の
で
す
。
何
処
か
ら
と
も
な
く
、
張
り
の
あ
る
美
声
で

馳
評
が
”
鷺
）
」来
る
o

い
い
声
であ
る
o

界

な
如
の
マ
サ
ハ
ル
だ
』
白

川
子
之
吉
家
の
正
春
（
今
兼
春
代
の
叔
父
）
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。
 
族
の

人
が
唄
上
手
で
、
昔
は
声

マ
ギ

（
声
の良
い
血
統
）
で
す
。
 日
中
戦
争
戦

死
で
し
た
。
 

私
の
家
も
少
し
は
声
マ
ギ
の
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
父
の
兄
弟
も
唄
っ

て
居
た
も
の
で
し
た
。
 父
は
唄
コ
唄
っ
て
る
時
は
気
謙
が
良
く
て
、
唄
が

無
い
時
は
怒
っ
て
居
る
時
で
し
た
の
で
、
父
の
気
持
が
良
く
判
っ
て
居
ま

し
た
。
 母
も
民
謡
唄
っ
て
居
ま
し
た
が
、
や
か
ま
し
い
袖
で
す
。
 

カ
ド
 

‘
ー‘
ー
，I"
Iー
 ー

・
ー
‘
 

民
謡
は
門
付
け

（
ホイ
ド
）
が
唄
ふ
も
の
で
な
い
と
決
め
つ
け
て
居
ま

し
た
。
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

⑥
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
慶
溝
橋
事
件
日
中
戦
争

（
支
那
事
変
）
に

突
入
す
。
日
本
軍
薦
溝
橋
付
近
で
演
習
中
、
支
那
軍
が
突
然
発
砲
し
た
の

で
応
戦
し
た
。
と
、
有
る
が
同
事
件
は
何
う
し
て
起
き
た
か
謎
で
あ
る
。
 

支
那
事
変
は
中
国
内
戦
時
中
と
も
云
は
れ
、
日
本
軍
向
ふ
処
敵
な
し
の
戦
 

勝
が
続
き
、
堤
灯
行
列
、
旗
行
列
等
々
戦
勝
に
酔
ひ
し
れ
て
居
た
の
で
す
o
 

⑥
昭
和
十
四
年
九
月
一
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
突
入
 
ド
イ
ッ
軍
ポ

ー
 

ラ
ン
ド
進
行
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
）
 

⑨
昭
和
十
五
年
九
月
七
日
、
日
独
伊
三
国
同
盟
篠
約
可
決
 
独
は
米
国

が
参
戦
せ
ぬ
様
、
日
本
に
求
め
た
。
 そ
し
て
日
ソ
親
善
篠
約
を
仲
介
す
る

な
ど
同
意
し
た
。
 

⑨
昭
和
十
五
年
十

一
月
五
日
、
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
皇
居
前
広
場
で

行
ふ
。
 

⑥
昭
和
十
六
年
十
月
十
六
日
、
近
町
内
閣
総
辞
職
、
東
篠
英
機
内
閣
組

閣
。
戦
時
色
強
力
に
な
る
。
 

⑥
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
午
前
二
時
、
ハ
ワ
イ
オ
ワ
フ
島
ァ
メ
リ
カ

太
平
洋
艦
隊
主
力
部
隊
へ
攻
撃
開
始
、
暗
号
文
『
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ポ
レ
』
。
 

攻
撃
成
功
暗
文
『
ト
ラ
、
ト
ラ
、
ト
ラ
』
 
であ
る
。
大
東
亜
戦
争
突
入
で

あ
る
。
 

⑥
昭
和
十
七
年
一
月
一
日
、
連
合
国
二
十
六
ケ
国
結
成
、
ワ
シ
ン
ト
ン

会
議
開
催
、
日
本
タ
タ
キ
協
議
す
。
 

⑥
昭
和
十
七
年

一
月
二
日
、
マ
ニ
ラ
完
全
占
領
、
日
本
軍
は
南
方
攻
略

作
戦
上
中
国
よ
り
撤
退
し
始
め
る
。
 

⑥
昭
和
十
七
年
一
月
十
四
日
、
ラ
バ
ウ
ル
政
略
。
 

⑥
昭
和
十
七
年

一
月
三
十

一
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
す
。
 

⑥
昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
、
東
京
初
空
襲
さ
る
。
 

⑥
昭
和
十
七
年
五
月
五
日
、
ミ
ッ
ド
ワ
ウ
ェ
ー
海
戦
、
日
本
軍
暗
号
文

解
読
さ
れ
、
作
戦
不
利
に
展
開
さ
れ
て
来
る
。
空
母
、
航
空
機
多
大
の
損
 

権
 

害
、
制
空
攻
を
失
ふ
。
 

⑨
昭
和
十
八
年
四
月
十
六
日
九
時
三
十
分
、
ソ
ロ
モ
ン
群
島
上
空
に
於
 

て
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六
大
将
戦
死
。
 

⑥
昭
和
十
八
年
五
月
十
二
日
、
ア
ソ
“
島
守
備
隊
玉
砕
o
 

⑨
昭
和
十
八
年
九
月
一
百
、

上
野
動
物
園
猛
獣
類
危
害
防
止
の
為
処
分
 

さ
れ
た
。
 

⑨
昭
和
十
八
年
十
月
二
十

一
日
、
出
陣
学
徒
壮
行
大
会
明
治
神
宮
外
苑
 

挙
行
。
 

⑨
昭
和
十
九
年
七
月
七
日
、
サ
イ
パ
ン
島
玉
砕
。
 

⑨
昭
和
十
九
年
七
月
八
日
、
都
市
部
の
学
童
疎
開
始
ま
る
。
 三
年
生
か
 

ら
六
年
生
ま
で
。
 

⑨
昭
和
十
九
年
七
月
十
八
日
、
東
篠
内
閣
総
辞
職
。
 

⑥
昭
和
十
九
年
七
月
三
十

一
日
、
グ
ア
ム
島
玉
砕
す
。
 

⑥
昭
和
二
十
年
一
月
九
日
、
ル
ソ
ン
島
米
軍
上
陸
。
 

⑥
昭
和
二
十
年
二
月
八
日
、
航
空
機
燃
料
緊
急
増
産
の
為
、
農
商
者
松
 

根
油
課
新
設
。
 

⑨
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、
米
軍
二
十
万
、
沖
縄
本
島
未
明
に
上
陸
す
。
 

⑨
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
、
世
界
最
強
戦
艦
大
和
出
撃
、
七
日
十
四
時
 

一
一
十
八分
、
十
波
百
八
機
の
グ
ラ
マ
ン
機
の
六
十
八
発
の
魚
雷
を
受
け
、
 

六
万
九
百
六
十
六
ト
ン
の
巨
大
、
海
底
三
百
四
十
米
に
沈
む
。
 

⑥
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
三
日
、
沖
縄
ひ
め
ゆ
り

・
お
と
め
部
隊
多
数
 

自
決
せ
り
。
 

⑨
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
広
島
に
新
型
爆
弾
投
下
。
 

-9 

曾
祖
母
が
ゴ
飯
を
焚
い
て
居
り
ま
し
た
。
田
中
長
六
家
現
田
中
長
昭
代

キ
ー
か
ら
嫁
い
だ
少
し
小
柄
な
ガ
ッ
シ
リ
し
た
人
で
し
た
。
夕
飯
と
も
な
る
と
、

７
五
軒
焚
き
の
鍋
で
焚
か
な
い
と
間
に
合
は
な
い
の
で
す
。

メ
ス

特
に
ト
ロ
ロ
飯
の
時
は
多
め
に
焚
い
て
『
ウ
ソ
と
食
べ
ろ
』
と
云
っ
て
、

ヤ
ー
皆
が
食
べ
る
の
を
笑
顔
で
眺
め
て
居
ま
し
た
。

オ
ノ
五
淨
焚
の
お
こ
げ
御
飯
を
お
に
ぎ
り
に
し
て
近
所
の
子
供
達
に
も
食
は

せ
た
も
の
で
、
夕
方
に
な
る
と
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
集
っ
て
来
た
の
で
し
た
。

勝
が
続
き
、
堤
灯
行
列
、
旗
行
列
等
々
戦
勝
に
酔
ひ
し
れ
て
居
た
の
で
す
。

◎
昭
和
十
四
年
九
月
一
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
突
入
ド
イ
ツ
軍
ポ
ー

ラ
ン
ド
進
行
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
）

◎
昭
和
十
五
年
九
月
七
日
、
日
独
伊
三
国
同
盟
條
約
可
決
独
は
米
国

が
参
戦
せ
ぬ
様
、
日
本
に
求
め
た
。
そ
し
て
日
ソ
親
善
條
約
を
仲
介
す
る

な
ど
同
意
し
た
。

◎
昭
和
十
五
年
十
一
月
五
日
、
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
皇
居
前
広
場
で

行
ふ
。◎

昭
和
十
六
年
十
月
十
六
日
、
近
町
内
閣
総
辞
職
、
東
條
英
機
内
閣
組

閣
。
戦
時
色
強
力
に
な
る
。

◎
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
午
前
二
時
、
ハ
ワ
イ
オ
ワ
フ
島
ア
メ
リ
カ

太
平
洋
艦
隊
主
力
部
隊
へ
攻
撃
開
始
、
暗
号
文
『
’
一
イ
タ
カ
ャ
マ
ノ
ボ
レ
』
・

攻
撃
成
功
暗
文
『
ト
ラ
、
ト
ラ
、
ト
ラ
』
で
あ
る
。
大
東
亜
戦
争
突
入
で

あ
る
。

◎
昭
和
十
七
年
一
月
一
日
、
連
合
国
二
十
六
ヶ
国
結
成
、
ワ
シ
ン
ト
ン

会
議
開
催
、
日
本
タ
タ
キ
協
議
す
。

◎
昭
和
十
七
年
一
月
二
日
、
マ
ニ
ラ
完
全
占
領
、
日
本
軍
は
南
方
攻
略

作
戦
上
中
国
よ
り
撤
退
し
始
め
る
。

◎
昭
和
十
七
年
一
月
十
四
日
、
う
ゞ
ハ
ウ
ル
政
略
。

◎
昭
和
十
七
年
一
月
三
十
一
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
す
。

◎
昭
和
十
七
年
四
月
十
八
日
、
東
京
初
空
襲
さ
る
・

◎
昭
和
十
七
年
五
月
五
日
、
ミ
ッ
ド
ワ
ゥ
エ
ー
海
戦
、
日
本
軍
暗
号
文

解
読
さ
れ
、
作
戦
不
利
に
展
開
さ
れ
て
来
る
。
空
母
、
航
空
機
多
大
の
損

小
学
校
入
学
当
初
か
ら
、
我
が
人
生
の
欠
陥
人
間
ら
し
い
家
訓
が
始
っ

て
居
ま
し
た
。カ

シ
ラ

カ
セ

『
正
直
の
頭
に
神
宿
る
』
『
嘘
は
盗
み
の
始
ま
り
』
『
稼
ぐ
に
追
い
付

く
貧
乏
無
し
』
『
難
儀
し
て
る
人
を
見
た
ら
自
分
に
力
が
有
っ
た
ら
助
け

て
や
れ
』
『
人
か
ら
恩
を
受
け
た
ら
忘
れ
ず
返
せ
』
『
油
断
す
る
な
油

断
の
断
の
字
は
一
番
悪
い
字
で
あ
る
』
で
あ
り
ま
す
。

先
生
の
宿
題
も
一
切
家
で
や
ら
な
い
。
何
時
も
ド
ラ
ン
（
当
時
肩
か
ら

か
け
て
居
た
カ
バ
ン
）
は
空
で
あ
る
。
朝
十
分
間
の
自
習
時
間
峰
勵
げ
け

カ
ラ

る
の
で
あ
る
。
一
年
生
で
も
冬
は
昼
食
べ
ん
と
う
で
あ
る
。
食
べ
終
る
と

風
呂
敷
を
頭
に
か
ぶ
り
、
ホ
ー
キ
を
股
に
は
さ
ん
で
、
ゞ
ハ
ヶ
ッ
を
タ
タ
キ
、

荒
馬
踊
り
を
や
り
だ
し
た
。
全
校
の
生
徒
が
窓
ぎ
わ
に
見
に
来
る
の
で
余

計
に
張
り
切
っ
て
や
る
の
で
す
。
こ
の
事
で
は
先
生
も
叱
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

一
年
生
は
三
十
五
名
居
り
ま
し
た
。
教
室
に
火
鉢
が
二
つ
有
り
ま
す
。

当
然
男
用
、
女
用
、
一
つ
づ
つ
で
し
た
が
、
女
生
徒
の
火
鉢
を
取
り
上
げ

害
、
制
空
攻
を
失
ふ
。

◎
昭
和
十
八
年
四
月
十
六
日
九
時
三
十
分
、
ソ
ロ
モ
ン
群
島
上
空
に
於

て
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六
大
将
戦
死
。

◎
昭
和
十
八
年
五
月
十
二
日
、
ア
シ
調
島
守
備
隊
玉
砕
。

◎
昭
和
十
八
年
九
月
二
日
、
上
野
動
物
園
猛
獣
類
危
害
防
止
の
為
処
分

さ
れ
た
。

◎
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
一
日
、
出
陣
学
徒
壮
行
大
会
明
治
神
宮
外
苑

挙
行
。◎

昭
和
十
九
年
七
月
七
日
、
サ
イ
・
ハ
ソ
島
玉
砕
。

◎
昭
和
十
九
年
七
月
八
日
、
都
市
部
の
学
童
疎
開
始
ま
る
。
三
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
。

◎
昭
和
十
九
年
七
月
十
八
日
、
東
條
内
閣
総
辞
職
。

◎
昭
和
十
九
年
七
月
三
十
一
日
、
グ
ア
ム
島
玉
砕
す
。

◎
昭
和
二
十
年
一
月
九
日
、
ル
ソ
ソ
島
米
軍
上
陸
。

◎
昭
和
二
十
年
二
月
八
日
、
航
空
機
燃
料
緊
急
増
産
の
為
、
農
商
者
松

根
油
課
新
設
。

◎
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
、
米
軍
二
十
万
、
沖
縄
本
島
未
明
に
上
陸
す
。

◎
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
、
世
界
最
強
戦
艦
大
和
出
撃
、
七
日
十
四
時

二
十
八
分
、
十
波
百
八
機
の
グ
ラ
マ
ソ
機
の
六
十
八
発
の
魚
雷
を
受
け
、

六
万
九
百
六
十
六
ト
ン
の
巨
大
、
海
底
三
百
四
十
米
に
沈
む
。

◎
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
三
日
、
沖
縄
ひ
め
ゆ
り
・
お
と
め
部
隊
多
数

自
決
せ
り
。

◎
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
広
島
に
新
型
爆
弾
投
下
。

夕
ご
飯
の
後
は
女
の
人
は
み
ん
な
針
仕
蛎
で
す
。
針
仕
蜘
が
川
来
な
い

ど
こ

と
嫁
に
行
け
な
い
の
で
す
。
何
処
か
ら
と
も
な
く
、
張
り
の
あ
る
淀
澁
で

琴
鼠
瑛
来
る
．
い
い
声
で
あ
る
。
『
子
シ
匝
の
マ
ザ
《
ル
だ
」
、

ネ
ノ
ド
ゴ

川
子
之
吉
家
の
正
春
（
今
兼
春
代
の
叔
父
）
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。
・
族
の

人
が
唄
上
手
で
、
昔
は
声
マ
ギ
（
声
の
良
い
血
統
）
で
す
。
Ⅱ
小
戦
や
峨

死
で
し
た
。

私
の
家
も
少
し
は
声
マ
ギ
の
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
父
の
兄
弟
も
川
っ

て
居
た
も
の
で
し
た
。
父
は
唄
コ
唄
っ
て
る
時
は
気
脈
が
良
く
て
、
岨
が

無
い
時
は
怒
っ
て
居
る
時
で
し
た
の
で
、
父
の
笂
持
が
良
く
判
っ
て
肘
ま

し
た
。
母
も
民
謡
唄
っ
て
居
ま
し
た
が
、
や
か
ま
し
い
位
で
す
。

カ
ド

Ｒ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
く
Ｉ
ｉ
ｌｌ

Ｉ
ｌ

民
謡
は
門
付
け
（
ホ
イ
ド
）
が
岨
ふ
も
の
で
な
い
と
決
め
つ
け
て
川
在

し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◎
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
疏
溝
橋
撫
件
Ⅱ
小
戦
争
（
と
那
伽
変
）
に

突
入
す
。
日
本
軍
蔵
溝
橋
付
近
で
滅
習
中
、
支
那
瓶
が
突
然
発
砲
し
た
の

で
応
戦
し
た
。
と
、
有
る
が
同
事
件
は
何
う
し
て
起
き
た
か
謎
で
あ
る
。

支
那
事
変
は
中
国
内
戦
時
中
と
も
云
は
れ
、
日
本
唯
向
ふ
処
敵
な
し
の
戦

て
、
取
り
返
し
に
来
た
Ｋ
子
の
頭
に
火
箸
で
火
を
付
け
て
校
長
先
牝
か
島

掃
除
用
の
、
ハ
ケ
ヅ
、
フ
キ
ソ
、
ホ
ー
キ
を
持
た
さ
れ
て
全
校
化
が
辿
る
廊

下
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
一
切
い
だ
づ
ら
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
．

お
こ

家
に
帰
っ
て
来
た
ら
、
Ｋ
子
の
親
が
怒
り
に
来
た
と
の
蝋
で
、
父
か
ら

も
ひ
ど
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。

猿
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三
柱
神
社
殿
に
飛び
続
け
る
 

若
 
桜
 
号
 

奉納若桜 昭和20年5月12日陸軍特別幹部候補生 

航空兵合格記念 白川章一、泉谷幸衛 敬白 

⑥
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
長
崎
に
新
型
爆
弾
投
下
。
 

⑥
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
ソ
連
参
戦
、
ソ
満
国
境
ょ
り
攻
撃
開
始
。
 

⑥
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
、
陸
軍
大
臣
阿
南
推
機
自
刃
す
る
。
 

，
国
 
⑥
昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
正
后
、
 『
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
』
今
上
天
 

皇
玉
首
放
送
さ
れ
る
。
 

終
戦
で
あ
る
。
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

」
フ
く
 

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
川
倉
小
学
校
卒
業
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年

認
恕
 

頁
よ
り
高
等
叫
卒
業
と
司
埼
に
、
主
に
二
・
三
男
の
同
級
生
達
が
満
家
開
 

頃
よ
り
高
等
科
卒
業
と
同
時
に
、
主
に
二
・
三
男
の
同
級
生
達
が
満
家
開
 

は
特
攻
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
っ
て
居
り
ま
し
た
。
 

昭
和
二
十
年
七
月
一
日
兵
庫
県
加
古
郡
野
口
村
陸
軍
航
空
通
信
部
隊
加

古
川
教
育
隊
入
隊
で
す
。
 『
も
う
二
度
と
古
郷
の
土
を
踏
む
事
は
出
来
な

い
』
と
心
に
決
め
、
歓
呼
の
声
、
手
に
手
に
、
日
の
丸
の
旗
、
赤
い
ハ
ン

カ
チ
に
送
ら
れ
て
、
金
木
駅
か
ら
嘉
瀬
の
林
の
中
に
汽
車
が
入
る
時
は
、
 

ほ
ク
 

涙
が
頬
に
流
れ
て
居
ま
し
た
。
 

三
日
が
か
り
の
午
後
一
時
部
隊
の
営
門
に
入
り
ま
し
た
。
中
隊
、
区
隊
、
 

班
の
編
成
。
私
物
は
返
送
、
被
服
の
支
給
で
す
。
 

大
柄
な
私
に
合
ふ
物
が
無
く
仕
方
な
し
に
下
士
官
用
の
『
シ
ャ
ツ
』
が

支
給
、
営
内
で
上
等
兵
（
少
年
飛
行
兵
）
に
敬
礼
さ
れ
て
面
喰
い
ま
し
た
。
 

食
事
は
当
時
大
変
珍
し
く
白
米
七
合
当
て
で
、
都
会
か
ら
の
人
は
食
べ
切

れ
ず
食
事
前
に
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
余
す
者
が
な
く
な
 

へ
ら
 

り
腹
を
減
ら
し

て
居
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
時
、
中
隊
長
が
隊
員
一
人
一
人
か
ら
お
話
し
を
聞
く
と
の
事
、
 

私
は
番
号
が

一
番
で
し
た
の
で
、
 一
番
先
に
な
り
ま
し
た
。
 『
白
川
君
何

か
心
配
事
な
ど
な
い
か
』
と
云
は
れ
、
 『
白
川
候
補
生
何
も
有
り
ま
せ
ん

で
す
』
 
『ご
飯
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
、
普
通
の
軍
隊
で
は
白
川
君

の
体
格
で
す
と
二
人
分
ゃ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
は
教
育
隊
、
出
来
な
い
の

で
馴
れ
る
ま
で
中
隊
長
の
飯
分
け
て
や
る
か
ら
、
そ
の
中
に
馴
れ
る
様
に

し
な
さ
い
』
と
、
覚
悟
は
出
来
て
居
り
ま
し
た
が
、
鬼
の
様
な
軍
隊
の
中

で
、
こ
ん
な
に
慈
愛
に
満
ち
た
人
が
居
る
も
の
か
、
感
極
ま
っ
て
、
こ
の

人
の
為
め
命
を
捧
げ
よ
う
、
こ
の
人
の
様
に
私
も
な
る
ん
だ
、
と
、
心
に
 
 拓

青
少
年
義
男
軍
、
軍
需
工
場
へ
と
国
策
に
従
事
さ
れ

て
行
き
ま
し
た
。
 

又
少
年
飛
行
兵
、
海
軍
兵
学
校
へ
と
志
願
し
て
去
っ
て
行
き
、
長
男
の
人

が
食
糧
増
産
の
意
味
か
ら
残
さ
れ
て
居
ま
し
た
が
、
戦
況
は
急
を
告
げ
、
 

十
九
年
長
男
も
志
願
兵
が
多
く
な
り
、
海
軍
予
備
科
練
習
生
、
陸
軍
特
別

幹
部
候
補
生
と
、
陸
海
双
方
に
志
願
し
ま
し
た
。
 

十
一
月
『
予
科
練
』
第
一
次
試
験
合
格
、
二
次
試
験
茨
城
県
土
浦
海
軍

航
空
隊
合
格
。
 

陸
軍
『
特
幹
』
第
一
次
試
験
弘
前
階
行
舎
合
格
。
第
二
次
試
験
東
京
府

調
布
市
公
会
堂
合
格
。
陸
海
双
方
よ
り
入
隊
通
知
が
来
ま
し
た
が
、
陸
軍

を
選
び
ま
し
た
。
 

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
お
正
月
に
、
特
攻
機
『
若
桜
手
』
（
木
製
）
を

村
社
一
一
程神
社
お
鳥
居
に
奉
納
し
、
後
日
神
社
宮
司
様
の
許
可
を
も
ら
い
、
 

耕
殿
左
側
に
永
久
奉
納
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
現
存
し
て
東
風
の
強
い
日
 

決
め
て
居
ま
し
た
。
 

朝
食
時
十
日
間
位
、
中
隊
長
殿
か
ら
戴
き
ま
し
た
が
、
他
の
隊
員
か
ら

羨
望
の
目
で
見
ら
れ
る
様
な
気
が
し
て
、
中
隊
長
殿
に
お
礼
を
云
っ
て
続

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

兵
庫
県
の
八
月
は
暑
い
暑
い
。
 加
古
川
原
で
の
訓
練
中
、
余
り
の
暑
さ

に
、
区
隊
長
殿
に
水
浴
び
を
せ
が
み
ま
し
た
。
 部
隊
か
ら
水
浴
の
許
可
が

無
い
と
の
事
で
し
た
が
、
隊
員
に
負
け
て
『
十
分
間
好
 
許
可
す
る
o
水

か
ら
上
っ
た
ら
整
列
番
号
を
や
る
』
と
の
事
、
小
踊
り
し
て
ザ
ブ
ソ
 
ザ
 

あ
が
 

ブ
ソ
と
、
『
上
れ
』
 
の相
示
、
整
列
番
号
で

一
人
足
り
な
い
。
 『
そ
れ
っ
』
 

と
川
面
を
見
た
ら
、
 一
人
手
を
上
げ
な
が
ら
流
さ
れ
て
行
く
の
が
見
え
た
。
 

泳
ぎ
に
は
多
少
自
信
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
最
先
に
飛
び
込
み
引
き
上
げ

ま
し
た
が
、
そ
の
時
多
少
私
も
水
を
飲
ん
だ
の
か
、
頭
が
ガ
ン
ガ
ン
痛
く

な
っ
て
居
ま
し
た
。
 

彼
は
「
董
県
出
身
水
谷
候
補
生
で
し
た
。
後
に
部
隊
室
に
呼
ば
れ
、
人

命
救
助
の
功
に
よ
り
、
時
の
教
育
総
監
杉
山
元
師
よ
り
受
彰
さ
れ
る
と
の

事
で
し
た
。
 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
は
暑
い
暑
い
晴
れ
た
日
で
あ
っ
た
。
 毎
日
の

様
に
米
軍
グ
ラ
マ
ン
攻
撃
機
の
機
銃
掃
射
が
、
今
日
は
来
な
い
。
 変
に
思
っ

て
居
た
ら
、
部
隊
長
訓
示
で
『
重
大
放
送
が
あ
る
か
ら
と
』
兵
舎
の
前
に

集
合
 
『
天
皇
陛
下
玉
音
放
送
』
 
で
、正
后
の
時
間
で
あ
る
。
お
言
葉
の

意
味
が
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
隊
長
始
め
上
官
の
人
達
は
、
 一
様
に
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昭
和
二
十
年
七
月
一
日
兵
庫
県
加
古
郡
野
口
村
陸
軍
航
空
通
信
部
隊
加

古
川
教
育
隊
入
隊
で
す
。
『
も
う
二
度
と
古
郷
の
土
を
踏
む
事
は
出
来
な

い
』
と
心
に
決
め
、
歓
呼
の
声
、
手
に
手
に
、
日
の
丸
の
旗
、
赤
い
ハ
ソ

カ
チ
に
送
ら
れ
て
、
金
木
駅
か
ら
嘉
瀬
の
林
の
中
に
汽
車
が
入
る
時
は
、

ほ
プ

涙
が
頬
に
流
れ
て
居
ま
し
た
。

三
日
が
か
り
の
午
後
一
時
部
隊
の
営
門
に
入
り
ま
し
た
。
中
隊
、
区
隊
、

班
の
編
成
。
私
物
は
返
送
、
被
服
の
支
給
で
す
。

大
柄
な
私
に
合
ふ
物
が
無
く
仕
方
な
し
に
下
士
官
用
の
『
シ
ャ
ツ
』
が

支
給
、
営
内
で
上
等
兵
（
少
年
飛
行
兵
）
に
敬
礼
さ
れ
て
面
喰
い
ま
し
た
。

食
事
は
当
時
大
変
珍
し
く
白
米
七
合
当
て
で
、
都
会
か
ら
の
人
は
食
べ
切

れ
ず
食
事
前
に
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
余
す
者
が
な
く
な

へ
ら

り
腹
を
減
ら
し
て
居
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
中
隊
長
が
隊
員
一
人
一
人
か
ら
お
話
し
を
聞
く
と
の
事
、

私
は
番
号
が
一
番
で
し
た
の
で
、
一
番
先
に
な
り
ま
し
た
。
『
白
川
君
何

か
心
配
事
な
ど
な
い
か
』
と
云
は
れ
、
『
白
川
候
補
生
何
も
有
り
ま
せ
ん

で
す
』
『
ご
飯
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
、
普
通
の
軍
隊
で
は
白
川
君

の
体
格
で
す
と
二
人
分
や
る
の
で
す
が
、
こ
こ
は
教
育
隊
、
出
来
な
い
の

で
馴
れ
る
ま
で
中
隊
長
の
飯
分
け
て
や
る
か
ら
、
そ
の
中
に
馴
れ
る
様
に

し
な
さ
い
』
と
、
覚
悟
は
出
来
て
居
り
ま
し
た
が
、
鬼
の
様
な
軍
隊
の
中

で
、
こ
ん
な
に
慈
愛
に
満
ち
た
人
が
居
る
も
の
か
、
感
極
ま
っ
て
、
こ
の

人
の
為
め
命
を
捧
げ
よ
う
、
こ
の
人
の
様
に
私
も
な
る
ん
だ
、
と
、
心
に

は
特
攻
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
っ
て
居
り
ま
し
た
。

三
柱
神
社
殿
に
飛
び
続
け
る

若
桜
号

奉納若桜昭和20年5月12日陸軍特別幹部候補生

航空兵合格記念白川章一、泉谷幸衛敬白

◎
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
長
崎
に
新
型
爆
弾
投
下
。

◎
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
ソ
連
参
戦
、
ソ
満
国
境
よ
り
攻
撃
開
始
。

◎
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
、
陸
軍
大
臣
阿
南
推
機
自
刃
す
る
。

遅
日
◎
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
正
后
、
『
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
』
今
上
天

皇
玉
首
放
送
さ
れ
る
。

終
戦
で
あ
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
鶏

昭
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
川
倉
小
学
校
卒
業
で
あ
る
。
昭
和
十

頃
よ
り
高
等
科
卒
業
と
同
時
に
、
主
に
二
・
三
男
の
同
級
生
達
が
満

拓
青
少
年
義
男
軍
、
軍
需
工
場
へ
と
国
策
に
従
事
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。

又
少
年
飛
行
兵
、
海
軍
兵
学
校
へ
と
志
願
し
て
去
っ
て
行
き
、
長
男
の
人
一

が
食
糧
増
産
の
意
味
か
ら
残
さ
れ
て
居
ま
し
た
が
、
戦
況
は
急
を
告
げ
、
皿

十
九
年
長
男
も
志
願
丘
〈
が
多
く
な
り
、
海
軍
予
備
科
練
習
生
、
陸
軍
特
別
一

幹
部
候
補
生
と
、
陸
海
双
方
に
志
願
し
ま
し
た
。

十
一
月
『
予
科
練
』
第
一
次
試
験
合
格
、
二
次
試
験
茨
城
県
土
浦
海
軍

航
空
隊
合
格
。

陸
軍
『
特
幹
』
第
一
次
試
験
弘
前
階
行
舎
合
格
。
第
二
次
試
験
東
京
府

調
布
市
公
会
堂
合
格
。
陸
海
双
方
よ
り
入
隊
通
知
が
来
ま
し
た
が
、
陸
軍

を
選
び
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
お
正
月
に
、
特
攻
機
『
若
桜
手
』
（
木
製
）
を

村
社
三
柱
神
社
お
鳥
居
に
奉
納
し
、
後
日
神
社
宮
司
様
の
許
可
を
も
ら
い
、

耕
殿
左
側
に
永
久
奉
納
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
現
存
し
て
東
風
の
強
い
日

羨
望
の
目
で
見
ら
れ
る
様
な
気
が
し
て
、

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

兵
庫
県
の
八
月
は
暑
い
暑
い
。
加
古
川
原
で
の
訓
練
中
、
余
り
の
暑
さ

に
、
区
隊
長
殿
に
水
浴
び
を
せ
が
み
ま
し
た
。
部
隊
か
ら
水
浴
の
許
可
が

だ
け

無
い
と
の
事
で
し
た
が
、
隊
員
に
負
け
て
『
十
分
間
丈
許
可
す
る
。
水

か
ら
上
っ
た
ら
整
列
番
号
を
や
る
』
と
の
事
、
小
踊
り
し
て
ザ
ブ
ソ
ザ

あ
が

ブ
ソ
と
、
『
上
れ
』
の
相
示
、
整
列
番
号
で
一
人
足
り
な
い
。
『
そ
れ
こ

と
川
面
を
見
た
ら
、
一
人
手
を
上
げ
な
が
ら
流
さ
れ
て
行
く
の
が
見
え
た
。

泳
ぎ
に
は
多
少
自
信
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
最
先
に
飛
び
込
み
引
き
上
げ

ま
し
た
が
、
そ
の
時
多
少
私
も
水
を
飲
ん
だ
の
か
、
頭
が
ガ
ソ
ガ
ソ
痛
く

な
っ
て
居
ま
し
た
。

彼
は
三
重
県
出
身
水
谷
候
補
生
で
し
た
。
後
に
部
隊
室
に
呼
ば
れ
、
人

命
救
助
の
功
に
よ
り
、
時
の
教
育
総
監
杉
山
元
師
よ
り
受
彰
さ
れ
る
と
の

事
で
し
た
。

決
め
て
居
ま
し
た
。

て
居
た
ら
、
部
隊
長
訓
示
で
『
重
大
放
送
が
あ
る
か
ら
と
』
丘
公

集
合
『
天
皇
陛
下
玉
音
放
送
』
で
、
正
后
の
時
間
で
あ
る
。
』

意
味
が
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
隊
長
始
め
上
官
の
人
達
は
、

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
は
暑
い
暑
い
晴
れ
た
日
で
あ
っ
た
。
毎
日
の

様
に
米
軍
グ
ラ
マ
ン
攻
撃
機
の
機
銃
掃
射
が
、
今
日
は
来
な
い
。
変
に
思
っ

て
居
た
ら
、
部
隊
長
訓
示
で
『
重
大
放
送
が
あ
る
か
ら
と
』
兵
舎
の
前
に

集
合
『
天
皇
陛
下
玉
音
放
送
』
で
、
正
后
の
時
間
で
あ
る
。
お
言
葉
の

め
て
居
ま
し
た
。

朝
食
時
十
日
間
位
、
中
隊
長
殿
か
ら
戴
き
ま
し
た
が
、
他
の
隊
員
か
ら

望
の
目
で
見
ら
れ
る
様
な
気
が
し
て
、
中
隊
長
殿
に
お
礼
を
云
っ
て
続

一

様
に
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う
つ
む
い
て
目
に
涙
し
て
居
り
ま
し
た
。
 敗
戦
で
あ
る
。
 

フ
 

戦
勝
を
信
じ
戦
い
抜
い
て
『
今
に
神
風
が
来
て
、
日
本
は
勝
ち
ん
だ
』
 

し
か
し
敗
戦
は
現
実
の
も
と
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

米
軍
に
本
土
上
陸
は
さ
せ
な
い
、
 一
兵
卒
に
な
る
ま
で
戦
ふ
の
だ
。
 班
 

く
ち
 

長
上
川
軍
曹
は
『
銃
弾
は
五
発
君
達
に
渡
し
』
と
の
事
、
皆
ロ
を
揃
え
て

四
発
は
米
軍
に
、
最
後
の
一
発
は
各
自
の
頭
に
向
け
て
自
決
す
る
の
だ
と

隊
員
は
張
り
切
っ
て
居
ま
し
た
。
 

タ
食
事
後
艇
に
出
る
と
、
北
の
空
に
北
極
星
、
北
斗
七
星
が
キ
ラ
キ
ラ

輝
い
て
る
る
。
 あ
の
星
の
方
向
に
古
郷
が
あ
る
。
お
母
さ
ん
が
居
る
の
だ
。
 

死
ぬ
覚
悟
は
出
来
て
る
る
し
何
も
こ
わ
く
な
い
。
 で
も
死
ぬ
前
に
一
回

お
母
さ
ん
に
逢
ひ
度
い
。
何
時
も
食
べ
物
を
い
っ
ぱ
い
そ
ぱ
に
置
い
て
、
 

プ
ー
イー

 

や
さ
し
く
育
だ

b【て
【
っく
れ
た
お
母
さ
ん
に
、
も
う
逢
ふ
事
は
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
 不
思
議
に
父
さ
ん
の
事
が
浮
ん
で
来
な
い
の
で
あ
る
。
十
八

才
に
な
り
ま
し
た
。
 で
も
親
放
れ
が
し
て
る
な
い
の
で
せ
う
か
。
 

昭
和
ニ
十
年
八
月
二
十
一
日
朝
、
点
呼
の
時
、
中
隊
長
の
訓
示
の
中
に
 

わ
か
 

『
部
隊
は
解
散
し
、
各
自
は
復
員
す
べ
し
』
と
の
事
。
復
員
の
意
味
も
解

ら
ぬ
亀

で
、
班
長
か
ら
『
帰
郷
す
べ
し
』
と
聞
い
て
亜
然
と
し
て
る
中

に
、
二
十
二
日
正
后
〇
時
解
散
と
の
事
、
毛
布
、
被
服
、
日
用
品
、
米
一

升
等
、
背
負
ひ
切
れ
ぬ
程
仕
給
さ
れ
、
営
門
ま
で
来
た
ら
、
中
隊
長
殿
が

椅
子
に
座
っ
て
見
送
り
に
来
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
 

近
寄
っ
て
敬
礼
し
た
ら
、
『
白
川
君
ガ
ソ
バ
レ
ョ
』
 
と
の
お言
葉
で
し

た
が
別
れ
が
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
 

そ
れ
か
ら
十
年
間
中
隊
長
へ
の
文
通
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
突
然
来
信

が
止
ま
り
、
今
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
 

三
日
目
川
部
駅
ま
で
終
車
、
四
日
目
十
時
頃
大
沢
内
駅
か
ら
帰
宅
し
た

が
、
私
は
頭
が
員
白
で
気
が
抜
け
て
居
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
の
歳
も

不
作
型
で
大
変
と
の
話
を
聞
き
、
気
を
取
り
直
し
て
居
り
ま
し
た
。
 

そ
の
頃
丁
度
お
く
盆
で
村
の
中
央
で
は
盆
踊
り
が
立
っ
て
居
り
、
ユ
カ
 

ジ
＋

マ
 
ハ
ズ
 

タ
姿
で
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
特
攻
隊
の
プ
ラ
イ
ド
が
邪
間
し
て
辱
か
し

い
や
ら
で
早
く
蹄
っ
て
来
ま
し
た
。
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

⑥
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
八
日
、
神
奈
川
県
厚
木
飛
行
場
連
合
軍
第
一

次
本
土
進
駐
始
ま
る
。
 

⑨
昭
和
二
十
年
八
月
三
十
日
、
連
合
国
最
高
指
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元

師
正
后
三
時
五
分
厚
木
飛
行
場
に
到
着
。
 

⑨
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
、
米
軍
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
に
於
て
、
日
本
降

伏
文
書
調
節
式
行
ふ
。
 

⑥
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
七
日
、
今
上
天
皇
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師
を
訪

問
、
三
十
五
分
間
に
わ
た
り
会
談
す
。
 

⑥
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
五
日
、
復
員
船
一
号
高
砂
丸
メ
レ
ョ
ン
島
か

ら

一
、
六
二
八
人
を
乗
せ
て
、
別
府
港
に
着
く
。
 

終
戦
時
、
海
外
に
軍
人
軍
属
約
三
百
五
十
三
万
人
、
民
間
約
三
百
六
万

人
、
合
計
六
百
六
十
万
人
で
あ
る
。
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
帰
国
出
来
た
の

は
米
軍
占
領
地
で
あ
り
、
ソ
連
担
当
地
域
で
悲
惨
を
き
わ
め
、
推
定
で
五
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十
七
万
人
カ
ノ
連
艇

ガ

重
労
働
を
課
せ
られ
た
o

第
二
次
大
戦
最
 

大
の
被
害
を
受
け
た
ソ
連
が
、
国
内
経
済
の
復
興
に
日
本
人
労
働
者
を
用

い
た
為
と
云
ふ
。
 そ
れ
が
国
際
法
上
多
く
の
問
題
を
残
し
た
事
は
確
か
で

あ
り
、
北
方
領
土
解
決
問
題
等
々
、
国
際
政
治
解
決
が
、
我
が
国
の
念
願

で
あ
る
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

トJ
e
激
動
の
時
代
に
育
っ
た
私
は
、
文
融

り
の
欠
陥
人
間
で
あ
る
o
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＝

十
七
万
人
が
ソ
連
纏
碑
派
制
、
重
労
働
を
課
せ
ら
れ
た
。
第
二
次
大
戦
最

大
の
被
害
を
受
け
た
ソ
連
が
、
国
内
経
済
の
復
興
に
日
本
人
労
働
者
を
用

い
た
為
と
云
ふ
。
そ
れ
が
国
際
法
上
多
く
の
問
題
を
残
し
た
事
は
確
か
で

あ
り
、
北
方
領
土
解
決
問
題
等
々
、
国
際
政
治
解
決
が
、
我
が
国
の
念
願

で
あ
る
。◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇

、
吃
ナ

こ
の
激
動
の
時
代
に
育
っ
た
私
は
、
文
裳
通
り
の
欠
陥
人
間
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
一
日
朝
、
点
呼
の
時
、
中
隊
長
の
訓
示
の
中
にわ

か

『
部
隊
は
解
散
し
、
各
自
は
復
員
す
べ
し
』
と
の
事
。
復
員
の
意
味
も
解

ら
ぬ
典
毬
で
、
班
長
か
ら
『
帰
郷
す
べ
し
』
と
聞
い
て
亜
然
と
し
て
る
中

に
、
二
十
二
日
正
后
○
時
解
散
と
の
事
、
毛
布
、
被
服
、
日
用
品
、
米
一

升
等
、
背
負
ひ
切
れ
ぬ
程
仕
給
さ
れ
、
営
門
ま
で
来
た
ら
、
中
隊
長
殿
が

椅
子
に
座
っ
て
見
送
り
に
来
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

近
寄
っ
て
敬
礼
し
た
ら
、
「
白
川
君
ガ
ソ
ゞ
ハ
レ
ョ
』
と
の
お
言
葉
で
し

た
が
別
れ
が
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

う
つ
む
い
て
目
に
涙
し
て
居
り
ま
し
た
。
敗
戦
で
あ
る
。

ブ

戦
勝
を
信
じ
戦
い
抜
い
て
『
今
に
神
風
が
来
て
、
日
本
は
勝
ち
ん
だ
』

戦
勝
を
信
じ
戦
い
抜
い
て
「
今
に
神
風
が
来
て
、
［

し
か
し
敗
戦
は
現
実
の
も
と
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

米
軍
に
本
土
上
陸
は
さ
せ
な
い
、
一
兵
卒
に
な
る
ま
で
戦
ふ
の
だ
。
班

く
ち

長
上
川
軍
曹
は
『
銃
弾
は
五
発
君
達
に
渡
し
』
と
の
事
、
皆
口
を
揃
え
て

四
発
は
米
軍
に
、
最
後
の
一
発
は
各
自
の
頭
に
向
け
て
自
決
す
る
の
だ
と

隊
員
は
張
り
切
っ
て
居
ま
し
た
。

夕
食
琴
後
唯
に
出
る
と
、
北
の
空
に
北
極
星
、
北
斗
七
星
が
キ
ラ
キ
ラ

輝
い
て
ゐ
る
。
あ
の
星
の
方
向
に
古
郷
が
あ
る
。
お
母
さ
ん
が
居
る
の
だ
。

死
ぬ
覚
悟
は
出
来
て
ゐ
る
し
何
も
こ
わ
く
な
い
。
で
も
死
ぬ
前
に
一
回

お
母
さ
ん
に
逢
ひ
度
い
。
何
時
も
食
べ
物
を
い
っ
ぱ
い
そ
ば
に
置
い
て
、

７
与
Ｉ

や
さ
し
く
育
だ
魅
４
冊
つ
く
れ
た
お
母
さ
ん
に
、
も
う
逢
ふ
事
は
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
不
思
議
に
父
さ
ん
の
事
が
浮
ん
で
来
な
い
の
で
あ
る
。
十
八

才
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
親
放
れ
が
し
て
ゐ
な
い
の
で
せ
う
か
。

三柱神社神木ケヤキ

そ
れ
か
ら
十
年
間
中
隊
長
へ
の
文
通
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
突
然
来
信

が
止
ま
り
、
今
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

三
日
目
川
部
駅
ま
で
終
車
、
四
日
目
十
時
頃
大
沢
内
駅
か
ら
帰
宅
し
た

が
、
私
は
頭
が
眞
白
で
気
が
抜
け
て
居
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
の
歳
も

不
作
型
で
大
変
と
の
話
を
聞
き
、
気
を
取
り
直
し
て
居
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
丁
度
お
く
盆
で
村
の
中
央
で
は
盆
踊
り
が
立
っ
て
居
り
、
ユ
ヵ

ジ
ヤ
マ
ハ
ズ

タ
姿
で
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
特
攻
隊
の
プ
ラ
イ
ド
が
邪
間
し
て
辱
か
し

い
や
ら
で
早
く
歸
っ
て
来
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◎
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
八
日
、
神
奈
川
県
厚
木
飛
行
場
連
合
軍
第
一

次
本
土
進
駐
始
ま
る
。

◎
昭
和
二
十
年
八
月
三
十
日
、
連
合
国
最
高
指
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元

師
正
后
三
時
五
分
厚
木
飛
行
場
に
到
着
。

伏
文
書
調
節
式
行
ふ
。

◎
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
七
日
、
今
上
天
皇
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師
を
訪

問
、
三
十
五
分
間
に
わ
た
り
会
談
す
。

◎
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
五
日
、
復
員
船
一
号
高
砂
丸
メ
レ
ョ
ソ
島
か

ら
一
、
六
二
八
人
を
乗
せ
て
、
別
府
港
に
着
く
。

終
戦
時
、
海
外
に
軍
人
軍
属
約
三
百
五
十
三
万
人
、
民
間
約
三
百
六
万

人
、
合
計
六
百
六
十
万
人
で
あ
る
。
九
五
・
ハ
ー
セ
ソ
ト
が
歸
国
出
来
た
の

は
米
軍
占
領
地
で
あ
り
、
ソ
連
担
当
地
域
で
悲
惨
を
き
わ
め
、
推
定
で
五

防護柵工事一式

有限会社

須崎建設

◎
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
、
米
軍
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
に
於
て
、
日
本
降
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×
 
 津

軽
弁
 
村
の
笑
い
話
こ
 

ノ
 

「
私
は
、

被
害
者

だ

」
 

ワ
ン
ツ
カ
、
ウ
ス
ケ
ネ
、
 あ
ん
じ
ょ
の
ッ
ェ
が
、
二
十
五
に
な
っ
て
、
 妊
 

娠
し
た
と
、
村
人
の
噂
が
広
が
っ
た
。
 

ツ
ェ
は
、独
身
で
、
何
人
か
の
若
も
の
を
相
手
に
し
て
い
る
の
で
、
犯
人
 

が
誰
だ
か
わ
か
らな
か
っ
た
。
 

ズ
ル
ス
ケ
の
金
九
郎
も
そ
の
一
味
で
あ
っ
た
。
 

金
九
郎
が
田
圃
に
行
く
途
中
、
ッ
ェ
の
オ
ド
と
ば
っ
た
り
会
っ
た
。
 

オ
ド
 
「
金
九郎
、
 ナ
モ
、
 オ
イ
の
ッ
ェ
ば
、
 フ
パ
タ
べ
」
 

今
に
も
殴
ろ
う
と
す
る
コ
プ
シ
は
微
か
に
震
え
て
い
た
。
 

金
九
郎
「
ワ
ダ
キ
ャ
、
 ナ

ン
モ
フ
パ
ネ
ジ
ャ
、
 ッ

エ
ネ
カ
テ
、
 
 
フ
。ハ

ラ
レ
ダ
 

コ
ト
ダ
バ
ア
ル
，ハ
テ
」
 

オ
ド
 
「
農
道
の真
中
さ
、
 転
ば
サ
イ
デ
、
 

腹
さ
あ
が
ら
れ
で
、
痛
く
シ
タ
テ
、
 

シ
ャ
ベ
テ
レ
ダ
ァ
」
 

オ
ド
は
、
大
き
な
目
で
金
九
郎
を
に
ら
み

つ
け
た
。
 

金
九
郎
「
そ
れ
ダ
バ
、
ワ
イ
デ
ネ
、
あ
の
と

き
ツ
エ
 
『寝
デ
十
五
夜
見
で
、ナ

ン
ボ
イ
イ
バ
』
 
と
い
った
ど
も
、
 

ワ
ダ
キ
ャ
石
こ
ろ
の
上
で
、ヒ
ザ
 

/
I

ー
 
カ
ブ
痛
く
し
て
し
ま
っ
た
だ
」
 

（
森
 平
）
 ×

 

 

随
 
想
 

小
山
内

校
長
と

永
沢
校
長
 

中
 
谷
 
金四郎
 

F
 

一
校
に
校
長
先
生
の
存
在
す
る
期
間
が
四
年
か
五
年
の
時
代
が
あ
っ
た
。
 

と
こ
ろ
が
南
中
に
お
い
て
小
山
内
校
長
先
生
が
八
年
間
、
こ
れ
を
引
き

つ
い
だ
永
沢
校
長
先
生
が
、
ま
た
在
任
八
年
に
及
ん
だ
。
全
く
異
と
す
べ

き
例
で
、
同
校
が
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
、
 一
般
学
力
に
お
い
て
飛
躍
的
発

展
を
遂
げ
る
要
因
と
な
っ
た
。
 

沼
（
清
久
溜
池
）
の
端
に
あ
っ
た
嘉
瀬
と
、
山
の
上
に
あ
っ
た
喜
良
市

中
が
、
場
所
は
兎
に
角
と
し
て
、
あ
わ
て
て
発
足
し
た
新
制
中
の
、
校
舎

不
備
に
耐
え
ら
れ
ず
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
思
い
切
っ
た

英
断
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時
そ
の
時
の
要
求
に
応
じ
た
適
切
な
措
置
が
評

価
さ
れ
る
。
 

学
校
は
一
町

一
校
が
よ
い
か
、
 一
町
二
校
が
よ
い
か
、
当
町
が
後
者
の

コ
ー
ス
を
歩
む
こ
と
が
出
来
た
の
は
、実
に
南
中
統
合
の
努
力
に
起
因
し
、
 

両
校
長
の
良
心
的
経
営
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
 

昭
和
四
十
年
春
統
合
金
木
南
中
に
小
山
内
末
美
校
長
先
生
が
着
任
。
あ

る
時
、
五
所
川
原
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
嘉
瀬
へ
向
っ
て
走
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
o
底
冷
え
の
す
る
日
で
あ
っ
た
。
 途
中
で
雪
が
降
り
出
し
、
つ
い
に
初

雪
と
な
っ
た
。
 こ
の
時
彼
は
車
中
に
て
興
奮
し
、
小
踊
り
せ
ん
ば
か
り
に

人
が
変
っ
た
o
雪
を
見
た
瞬
間
の
彼
の
ポ
ー
ズ
目
の
輝
き
、
今
で
も
絶
対

に
忘
れ
な
い
。
 

か
と
、
反
間
さ
れ
た
一
事
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
意
味
は
、
校
長
と
し
て
、
あ
れ
も
や
っ
て
い
け
な
い
、
こ
れ
も
や
っ

て
い
け
な
い
と
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
の
訊
刺
で
あ
っ
た
。
永
沢
校
長

の
他
に
比
肩
を
許
さ
ぬ
魅
力
は
、
実
に
こ
の
辺
に
存
在
し
た
。
散
為
に
徹

し
た
珍
し
い
教
育
者
で
あ
っ
た
。
机
を
並
べ
た
若
い
人
た
ち
が
殆
ん
ど
校

長
に
な
っ
た
。
校
長
が
校
長
を
生
ん
だ
。
 よ
き
モ
デ
ル
で
あ
る
。
 

⑨
 
余
話
 
喜
良
市
男
と
嘉
瀬
女
 

由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
確
か
に
誰
か
ら
か
き
い
た
い
わ
ば
名
言
で
あ

る
。
 人
間
の
土
地
柄
に
よ
る
特
質
を
こ
の
よ
う
に
明
確
に
表
現
し
た
例
も

珍
し
い
。
 

喜
良
市
男
の
挺
子
力
機
敏
性
は

一
般
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
、
津
軽
ヒ
バ

の
伐
採
搬
出
に
そ
の
特
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。
軍
人
の
時
代
は
優
れ

た
軍
人
を
輩
出
し
、
金
木
南
中
に
入
っ
て
も
立
派
な
ス
キ

ー
選
手
を
生
ん

で
来
た
。
 

一
方
奴
踊
は
嘉
瀬
女
の
持
ち
前
で
何
人
も
そ
の
ま
ね
は
出
来
な
い
o
そ

の
包
容
性
と
柔
軟
力
は
見
事
で
あ
る
。
 五
所
川
原
の
或
る
老
店
主
が
言
っ

て
い
た
が
、
『
当
地
は
嘉
瀬
の
奴
踊
の
如
き
名
物
も
な
く
、
夏
に
な
る
と

一
段
と
さ
び
し
い
』
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。
 母
性
と
し
て
嘉
瀬
女
に
学
ぷ
べ

き
点
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。」
レ
‘ー
又
 

嘉
瀬
小
学
校
今
清
一
校
島
（
創議
加
開
か
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
同
校

の
女
子
生
徒
が
奴
踊
り
を
演
じ
た
。
梅
壇
は
双
葉
よ
り
芳
し
で
好
評
を
博
 

L
 
害
れ
る
よ
う
な
托
手
を
浴
び
た
c
紫
の
半
纏
に
赤
い
帯
、
白

h
誉
ン
 

m
/I
 

・
ー
 

チ
、
可
憐
な
そ
の
い
で
た
ち
と
ポ
ー
ズ
が
目
に
寧
ぶ
o
 

大
鰐
中
が
移
転
新
築
し
た
折
、
数
人
で
同
校
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
o
校
長
先
生
が
最
後
に
『
金
木
南
中
に
は
と
て
も
及
ば
な
い
が
、
当
校

も
、
も
う
少
し
ジ
ャ
ン
プ
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
』
と
言
っ
た
。
小
山
内
校

長
先
生
の
雪
に
対
す
る
感
覚
は
す
ぱ
ら
し
か
っ
た
。
 

小
山
内
校
長
の
後
任
に
選
ぱ
れ
た
の
が
永
沢
校
長
で
、
終
始
一
貫
藤
崎

町
か
ら
汽
車
通
勤
さ
れ
た
o
金
木
南
中
の
校
長
室
が
玄
関
の
直
ぐ
左
脇
に

あ
り
、
学
校
を
訪
れ
て
第
一
着
に
校
長
に
お
会
い
で
き
る
の
が
、
楽
し
み

で
あ
っ
た
。
 

田
舎
じ
み
た
生
徒
の
言
動
服
飾
を
一
歩
で
も
脱
皮
さ
せ
た
い
と
懸
命
だ
っ

た
o
例
え
ぱ
女
子
の
身
な
り
を
金
中
な
み
に
出
来
な
い
も
の
か
と
苦
慮
さ

れ
た
。
 

職
員
に
対
し
現
職
教
育
の
徹
底
を
期
し
安
閑
を
許
さ
な
か
っ
た
。
戦
車

隊
に
勤
務
し
た
人
に
何
故
か
長
身
の
人
が
多
い
け
れ
ど
も
、
永
沢
校
長
も

充
分
の
威
容
を
具
え
て
い
た
。
 正
義
感
が
強
く
、
ノ
ー
は
ノ
ー
で
通
さ
れ

た
o
一
面
礼
節
を
重
ん
じ
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
の
墓
参
を
怠
ら
な
か
っ
 

た
。
 

畷
さ
え
あ
れ
ぱ
役
場
に
来
て
、
教
育
委
員
会
ば
か
り
で
な
く
各
課
を
ま

わ
っ
て
、
学
校
を
よ
く
す
る
営
み
の
ー
つ
で
も
熱
心
に
頼
ん
で
い
た
。
 文

部
省
の
中
央
講
習
へ
行
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
『
誰
が
や
る
な
』
と
言
っ
た
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ー

の
女
子
生
徒
が
奴
踊
り
を
演
じ
た
。
梅
壇
は
双
葉
よ
り
芳
し
で
好
評
を
博

し
、
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
を
浴
び
た
。
紫
の
半
纒
に
赤
い
帯
、
白
い
パ
ソ

γ子
、
可
憐
な
そ
の
い
で
た
ち
と
ポ
ー
ズ
が
目
に
浮
ぶ
。

か
と
、
反
問
さ
れ
た
一
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
は
、
校
長
と
し
て
、
あ
れ
も
や
っ
て
い
け
な
い
、
こ
れ
も
や
っ

て
い
け
な
い
と
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
の
調
刺
で
あ
っ
た
。
永
沢
校
長

の
他
に
比
肩
を
許
さ
ぬ
魅
力
は
、
実
に
こ
の
辺
に
存
在
し
た
。
散
為
に
徹

し
た
珍
し
い
教
育
者
で
あ
っ
た
。
机
を
並
べ
た
若
い
人
た
ち
が
殆
ん
ど
校

長
に
な
っ
た
。
校
長
が
校
長
を
生
ん
だ
。
よ
き
モ
デ
ル
で
あ
る
。

◎
余
話
喜
良
市
男
と
嘉
瀬
女

由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
確
か
に
誰
か
ら
か
き
い
た
い
わ
ば
名
言
で
あ

る
。
人
間
の
土
地
柄
に
よ
る
特
質
を
こ
の
よ
う
に
明
確
に
表
現
し
た
例
も

珍
し
い
。

喜
良
市
男
の
挺
子
力
機
敏
性
は
一
般
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
、
津
軽
上
ゞ
ハ

の
伐
採
搬
出
に
そ
の
特
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。
軍
人
の
時
代
は
優
れ

た
軍
人
を
輩
出
し
、
金
木
南
中
に
入
っ
て
も
立
派
な
ス
キ
ー
選
手
を
生
ん

で
来
た
。

一
方
奴
踊
は
嘉
瀬
女
の
持
ち
前
で
何
人
も
そ
の
ま
ね
は
出
来
な
い
。
そ

の
包
容
性
と
柔
軟
力
は
見
事
で
あ
る
。
五
所
川
原
の
或
る
老
店
主
が
言
っ

て
い
た
が
、
『
当
地
は
嘉
瀬
の
奴
踊
の
如
き
名
物
も
な
く
、
夏
に
な
る
と

一
段
と
さ
び
し
い
』
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。
母
性
と
し
て
嘉
瀬
女
に
学
ぶ
べ

一
校
に
校
長
先
生
の
存
在
す
る
期
間
が
四
年
か
五
年
の
時
代
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
南
中
に
お
い
て
小
山
内
校
長
先
生
が
八
年
間
、
こ
れ
を
引
き

つ
い
だ
永
沢
校
長
先
生
が
、
ま
た
在
任
八
年
に
及
ん
だ
。
全
く
異
と
す
べ

き
例
で
、
同
校
が
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
、
一
般
学
力
に
お
い
て
飛
躍
的
発

展
を
遂
げ
る
要
因
と
な
っ
た
。

沼
（
清
久
溜
池
）
の
端
に
あ
っ
た
嘉
瀬
と
、
山
の
上
に
あ
っ
た
喜
良
市

中
が
、
場
所
は
兎
に
角
と
し
て
、
あ
わ
て
て
発
足
し
た
新
制
中
の
、
校
舎

不
備
に
耐
え
ら
れ
ず
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
思
い
切
っ
た

英
断
と
い
う
よ
り
、
そ
の
時
そ
の
時
の
要
求
に
応
じ
た
適
切
な
措
置
が
評

価
さ
れ
る
。

学
校
は
一
町
一
校
が
よ
い
か
、
一
町
二
校
が
よ
い
か
、
当
町
が
後
者
の

コ
ー
ス
を
歩
む
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
実
に
南
中
統
合
の
努
力
に
起
因
し
、

両
校
長
の
良
心
的
経
営
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。

昭
和
四
十
年
春
統
合
金
木
南
中
に
小
山
内
末
美
校
長
先
生
が
着
任
。
あ

る
時
、
五
所
川
原
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
嘉
瀬
へ
向
っ
て
走
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
底
冷
え
の
す
る
日
で
あ
っ
た
。
途
中
で
雪
が
降
り
出
し
、
つ
い
に
初

雪
と
な
っ
た
。
こ
の
時
彼
は
車
中
に
て
興
奮
し
、
小
踊
り
せ
ん
ば
か
り
に

人
が
変
っ
た
。
雪
を
見
た
瞬
間
の
彼
の
ポ
ー
ズ
目
の
輝
き
、
今
で
も
絶
対

に
忘
れ
な
い
。

き
誇
獅
惟
簔
錘
兼
歸
雫
卸
即
華
諦
雌
軒
か
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
同
校

随
想

小
山
内
校
長
と
永
沢
校
長
中
谷
金
四
郎

大
鰐
中
が
移
転
新
築
し
た
折
、
数
人
で
同
校
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
校
長
先
生
が
最
後
に
『
金
木
南
中
に
は
と
て
も
及
ば
な
い
が
、
当
校

も
、
も
う
少
し
ジ
ャ
ン
プ
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
』
と
言
っ
た
。
小
山
内
校

長
先
生
の
雪
に
対
す
る
感
覚
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

小
山
内
校
長
の
後
任
に
選
ば
れ
た
の
が
永
沢
校
長
で
、
終
始
一
貫
藤
崎

町
か
ら
汽
車
通
勤
さ
れ
た
。
金
木
南
中
の
校
長
室
が
玄
関
の
直
ぐ
左
脇
に

あ
り
、
学
校
を
訪
れ
て
第
一
着
に
校
長
に
お
会
い
で
き
る
の
が
、
楽
し
み

で
あ
っ
た
。

田
舎
じ
み
た
生
徒
の
言
動
服
飾
を
一
歩
で
も
脱
皮
さ
せ
た
い
と
懸
命
だ
っ

た
。
例
え
ば
女
子
の
身
な
り
を
金
中
な
み
に
出
来
な
い
も
の
か
と
苦
慮
さ

れ
た
。職

員
に
対
し
現
職
教
育
の
徹
底
を
期
し
安
閑
を
許
さ
な
か
っ
た
。
戦
車

隊
に
勤
務
し
た
人
に
何
故
か
長
身
の
人
が
多
い
け
れ
ど
も
、
永
沢
校
長
も

充
分
の
威
容
を
具
え
て
い
た
。
正
義
感
が
強
く
、
ノ
ー
は
ノ
ー
で
通
さ
れ

た
。
一
面
礼
節
を
重
ん
じ
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
の
墓
参
を
怠
ら
な
か
っ

た
。ひ

ま暇
さ
え
あ
れ
ば
役
場
に
来
て
、
教
育
委
員
会
ば
か
り
で
な
く
各
課
を
ま

わ
っ
て
、
学
校
を
よ
く
す
る
営
み
の
一
つ
で
も
熱
心
に
頼
ん
で
い
た
。
文

部
省
の
中
央
講
習
へ
行
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
『
誰
が
や
る
な
』
と
言
っ
た

－、
金
九
郎
「
ワ
ダ
キ
ャ
、
ナ
ソ
モ
フ
パ
ネ
ジ
ャ

コ
ト
ダ
バ
ア
ル
ゞ
ハ
テ
」

オ
ド
「
農
道
の
真
中
さ
、
転
ば
サ
イ
デ
、

腹
さ
あ
が
ら
れ
で
、
痛
く
シ
タ
テ
、

シ
ャ
ベ
テ
レ
ダ
ァ
」

オ
ド
は
、
大
き
な
目
で
金
九
郎
を
に
ら
み

つ
け
た
。

金
九
郎
「
そ
れ
ダ
バ
、
ワ
イ
デ
ネ
、
あ
の
と

き
ツ
ェ
『
寝
デ
十
五
夜
見
で
、
ナ

ソ
ボ
イ
イ
バ
』
と
い
っ
た
ど
も
、

ワ
ダ
キ
ャ
石
こ
ろ
の
上
で
、
ヒ
ザ

カ
ブ
痛
く
し
て
し
ま
っ
た
だ
」

／
１
１ ワ

ン
ッ
カ
、
ウ
ス
ケ
ネ
、
あ
ん
じ
よ
の
ツ
エ
が
、
二
十
五
に
な
っ
て
、
妊

娠
し
た
と
、
村
人
の
噂
が
広
が
っ
た
。

ツ
エ
は
、
独
身
で
、
何
人
か
の
若
も
の
を
相
手
に
し
て
い
る
の
で
、
犯
人

が
誰
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

ズ
ル
ス
ヶ
の
金
九
郎
も
そ
の
一
味
で
あ
っ
た
。

金
九
郎
が
田
圃
に
行
く
途
中
、
ツ
エ
の
オ
ド
と
ば
っ
た
り
会
っ
た
。

オ
ド
「
金
九
郎
、
ナ
モ
、
オ
イ
の
ツ
エ
ぱ
、
フ
。
ハ
タ
ベ
」

今
に
も
殴
ろ
う
と
す
る
コ
ブ
シ
は
微
か
に
震
え
て
い
た
。

金
九
郎
「
ワ
ダ
キ
ャ
、
ナ
ン
モ
フ
パ
ネ
ジ
ャ
、
ヅ
エ
ネ
カ
テ
、
フ
パ
ラ
レ
ダ ノ

津
軽
弁
村
の
笑
い
話
こ

一

「
私
は
、
被
害
者
だ
」

（
森
平
）

、
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随
想
、
津
軽
の
風
物
詩
 

『
ガ
ツ
チ
ヤ
ン
9

ボ
ー
』
 

木
 
村
 
治
 
利
 

冬
将
軍
の
訪
れ
は
、
今
年
は
い
つ
も
よ
り
早
か
っ
た
。
 

地
吹
雪
が
舞
い
、
視
界
ゼ
ロ
の
津
軽
、
冬
の
風
物
詩
が
始
ま
っ
た
。
 

こ
の
津
軽
の
片
隅
に
、
今
な
お
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ス
ト
ー
ブ
 

列
車
」
 
が走
っ
て
い
る
。
 

こ
の
鉄
道
は
五
所
川
原
市
と
北
郡
中
里
町
を
結
ぶ
津
軽
鉄
道
で
、
昭
和
 

五
年
十

一
月
に
創
設
さ
れ
、
二
十
・
七
粁
に
わ
た
り
郡
北
を
縦
断
す
る
一
一
 

ー
三
柄
編
成
の
小
さ
な
箱
型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
で
あ
る
。
 

か
っ
て
は
蒸
気
機
関
車
だ
っ
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
化
の
波
に
の
っ
て
デ
ィ

ー
 

ゼ
ル
と
な
っ
た
も
の
で
 
「
ポ
ギー
車
」
 
の
愛
構
で親
し
ま
れ
て
い
る
。
 

こ
の
列
車
に
は
、
全
国
で
も
お
そ
ら
く
こ
こ
だ
け
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
 

る
暖
房
用
の
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
。
 

赤
々
と
燃
え
る
ス
ト
ー
ブ
を
取
囲
む
と
、
い
つ
し
か
干
餅
ゃ
ス
ル
メ
、
 

握
り
飯
な
ど
が
乗
せ
ら
れ
、
話
に
花
が
咲
き
愛
の
ロ
マ
ソ
ス
も
生
ま
れ
る
 

と
い
う
。
 

日
雇
い
風
の
お
じ
さ
ん
が
昔
を
忍
ぷ
よ
う
に
 
「
ガ
ッチ
ャ
ン
・
ポ
ー
」
 
 

も
近
頃
は
速
く
な
っ
た
。
俺
ァ
飯
詰
駅
で
も
嘉
瀬
駅
に
降
り
で
も
家
ま
で

四
〇
分
も
歩
か
ね
ば
な
ん
ね
え
か
ら
、
冬
に
は
途
中
で
雪
の
中
さ
、
飛
び

降
り
た
も
ん
だ
」
 
と
話す
。
 

風
呂
敷
を
頭
に
乗
せ
た
カ
ッ
ギ
屋
の
オ
カ
ミ
さ
ん
は
「
飯
詰
で
上
下
列

車
が
交
換
す
る
ん
で
、
反
対
側
に
小
便
す
る
に
降
り
た
。
 モ
ン
ぺ
の
ヒ
モ

を
ほ
ど
い
て
し
ゃ
が
ん
だ
ら
、
ポ
ー
と
動
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
仕
方
が

な
い
の
で
走
っ
て
後
を
追
い
か
け
飛
び
乗
っ
た
だ
」
と
話
せ
ば
、
ど
つ
と

笑
い
声
が
湧
く
。
 

津
軽
の
名
物
ス
ト
ー
ブ
列
車
は
今
日
も
、
中
山
山
脈
を
右
に
見
て
、
田

圃
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
い
く
。
 

×
 
×
 
×
 
×
 
×
 

「
ガ
ッ
チ
ャ
ン
」
 
「ポ
ー
」
 
は
機
関
車
がマ
ッ
チ
箱
型
の
小
さ
い
客
車

を
強
く
引
く
と
「
ガ
ッ
チ
ャ
ン
」
 
と
鳴
り
、動
き
出
す
。
や
が
て
汽
笛
が
 

「
ポ
ー
」
 
と
鳴
り渡
る
の
で
、
こ
の
異
名
が
あ
る
。
 （
今
は昔
、
昭
和
三

十
年
頃
の
話
し
で
あ
る
。）
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（
余
説）
阿
部
仲
麻
呂
は
唐
の
朝
廷
に
仕
え
て
秘
書
監

（
宮
中の
機
密
文
書
な
ど
を
扱
う
秘
書
省
の
長
官
）
に
ま
で
昇
進
さ
れ
た
が
、
望
郷
の
念
や
み
 

難
く
（
七
五
二
）
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
 

有
名
な
「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
、
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
て
し
月
か
も
」
の
歌
は
、
彼
が
明
州
か
ら
船
出
す
る
時
の
作
で
あ
る
。
 

い
 
ま
 

と
こ
ろ
が
海
上
で
暴
風
雨
に
出
会
い
、
今
日
の
北
ベ
ト
ナ
ム
海
岸
に
漂
着
し
た
。
そ
の
後
、
仲
麻
呂
は
再
び
唐
に
仕
え
、
つ
い
に
北
海
開
国
公

（
大
臣

級
）
に
な
り
、
三
千
戸
を
食
む
身
分
に
ま
で
栄
進
さ
れ
た
が
、
大
暦
五
年

（
七
七
〇）
唐
で
死
去
さ
れ
る
。
 
（七
十
三
才
）
仲
麻
呂
は
年
十
六
の
時
、
唐

に
留
学
し
、
詩
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
玉
維
、
李
白
の
大
詩
人
と
交
り
、
杜
甫
も
知
人
の
一
人
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
る
0
 

銭 _____ - d 

務麟 
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「春
 
望
  

杜
甫
」
 
『
中
国
の
城
は
町
を
囲
ん
で
る
城
壁
内
全
体
』
 

国
破
山
河
在
 

国
破
れ
て
 
山
河
在
り
 

蜂
火
連
三
月
 

蜂
火
三
月
に
連
な
り
 

城
春
草
木
深
 

城
春
に
し
て
 
草
木
深
し
 

家
書
抵
菖
金
 

家
書
万
金
に
抵
る
 

感
時
花
濃
涙
 

時
に
感
し
て
 
花
に
も
涙
を
濃
ぎ
 

白
頭
掻
更
短
 

白
頭
掻
ぱ
更
に
短
く
 

恨
別
鳥
驚
心
 

別
れ
を
恨
ん
で
鳥
に
も
心
を
驚
か
す
 

揮
欲
不
勝
管
 

揮
べ
て
管
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と
す
 

一

冬
将
軍
の
訪
れ
は
、
今
年
は
い
つ
も
よ
り
早
か
っ
た
。

地
吹
雪
が
舞
い
、
視
界
ゼ
ロ
の
津
軽
、
冬
の
風
物
詩
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
津
軽
の
片
隅
に
、
今
な
お
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ス
ト
ー
ブ

列
車
」
が
走
っ
て
い
る
。

こ
の
鉄
道
は
五
所
川
原
市
と
北
郡
中
里
町
を
結
ぶ
津
軽
鉄
道
で
、
昭
和

五
年
十
一
月
に
創
設
さ
れ
、
二
十
・
七
粁
に
わ
た
り
郡
北
を
縦
断
す
る
二

’
三
輌
編
成
の
小
さ
な
箱
型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
で
あ
る
。

か
っ
て
は
蒸
気
機
関
車
だ
っ
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
化
の
波
に
の
っ
て
デ
ィ
ー

ゼ
ル
と
な
っ
た
も
の
で
「
ボ
ギ
ー
車
」
の
愛
稲
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
列
車
に
は
、
全
国
で
も
お
そ
ら
く
こ
こ
だ
け
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
暖
房
用
の
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
・
フ
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
。

赤
々
と
燃
え
る
ス
ト
ー
ブ
を
取
囲
む
と
、
い
つ
し
か
干
餅
や
ス
ル
メ
、

握
り
飯
な
ど
が
乗
せ
ら
れ
、
話
に
花
が
咲
き
愛
の
ロ
マ
ン
ス
も
生
ま
れ
る

と
い
う
。

日
雇
い
風
の
お
じ
さ
ん
が
昔
を
忍
ぶ
よ
う
に
「
ガ
ッ
チ
ャ
ソ
・
ボ
ー
」

（
余
説
）
阿
部
仲
麻
呂
は
唐
の
朝
廷
に
仕
え
て
秘
害
監
（
宮
中
の
機
密
文
書
な
ど
を
扱
う
秘
書
省
の
長
官
）
に
ま
で
昇
進
さ
れ
た
が
、
望
郷
の
念
や
み

難
く
（
七
五
一
一
）
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

有
名
な
「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
、
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
て
し
月
か
も
」
の
歌
は
、
彼
が
明
州
か
ら
船
出
す
る
時
の
作
で
あ
る
。

い
ま

と
こ
ろ
が
海
上
で
暴
風
雨
に
出
会
い
、
今
日
の
北
ベ
ト
ナ
ム
海
岸
に
漂
着
し
た
。
そ
の
後
、
仲
麻
呂
は
再
び
唐
に
仕
え
、
つ
い
に
北
海
開
国
公
（
大
臣

級
）
に
な
り
、
三
千
戸
を
食
む
身
分
に
ま
で
栄
進
さ
れ
た
が
、
大
暦
五
年
（
七
七
○
）
唐
で
死
去
さ
れ
る
．
（
七
十
三
才
）
仲
麻
呂
は
年
十
六
の
時
、
唐

に
留
学
し
、
詩
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
玉
維
、
李
白
の
大
詩
人
と
交
り
、
杜
甫
も
知
人
の
一
人
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
る
。

国
破
山
河
在
：
。
：
：
…
．
：
・
・
国
破
れ
て
山
河
在
り

城
春
草
木
深
：
．
…
…
・
・
・
・
：
城
春
に
し
て
草
木
深
し

感
時
花
溌
涙
・
：
…
…
：
．
・
・
・
時
に
感
し
て
花
に
も
涙
を
澱
ぎ

恨
別
烏
驚
心
…
・
…
…
…
．
．
別
れ
を
恨
ん
で
烏
に
も
心
を
驚
か
す

「
春
望
杜
甫
」
『
中
国
の
城
は
町
を
囲
ん
で
る
城
壁
内
全
体
』

随
想
、
津
軽
の
風
物
詩

「
ガ
ッ
チ
ャ
ン
・
ボ
ー
」

木
村
治
利

も
近
頃
は
速
く
な
っ
た
。
俺
ァ
飯
詰
駅
で
も
嘉
瀬
駅
に
降
り
で
も
家
ま
で

四
○
分
も
歩
か
ね
ば
な
ん
ね
え
か
ら
、
冬
に
は
途
中
で
雪
の
中
さ
、
飛
び

降
り
た
も
ん
だ
」
と
話
す
。

風
呂
敷
を
頭
に
乗
せ
た
カ
ヅ
ギ
屋
の
オ
カ
ミ
さ
ん
は
「
飯
詰
で
上
下
列
略

車
が
交
換
す
る
ん
で
、
反
対
側
に
小
便
す
る
に
降
り
た
。
モ
ソ
ペ
の
ヒ
モ
一

を
ほ
ど
い
て
し
ゃ
が
ん
だ
ら
、
ボ
ー
と
動
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
仕
方
が

な
い
の
で
走
っ
て
後
を
追
い
か
け
飛
び
乗
っ
た
だ
」
と
話
せ
ば
、
ど
っ
と

笑
い
声
が
湧
く
。

津
軽
の
名
物
ス
ト
ー
〃
フ
列
車
は
今
日
も
、
中
山
山
脈
を
右
に
見
て
、
田

圃
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
い
く
。

×
×
×
×
×

「
ガ
ッ
チ
ャ
ソ
」
「
ボ
ー
」
は
機
関
車
が
マ
ッ
チ
箱
型
の
小
さ
い
客
車

を
強
く
引
く
と
「
ガ
ッ
チ
ャ
ソ
」
と
鳴
り
、
動
き
出
す
。
や
が
て
汽
笛
が

「
ボ
ー
」
と
鳴
り
渡
る
の
で
、
こ
の
異
名
が
あ
る
。
（
今
は
昔
、
昭
和
三

十
年
頃
の
話
し
で
あ
る
。
）

峰
火
連
三
月
．
：
・
・
…
…
…
峰
火
三
月
に
連
な
り

家
書
抵
萬
金
：
…
・
・
・
：
…
・
・
家
書
万
金
に
抵
る

白
頭
掻
更
短
…
．
．
…
：
…
：
白
頭
掻
ば
更
に
短
く

潭
欲
不
勝
管
…
：
：
：
…
・
潭
べ
て
管
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と
す
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